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アフラトキシンによる汚染は、熱帯地域において米などの食品で見られる。これまで一般的に

アフラトキシンは温帯地域の食品からは発見されていないが、地球温暖化などの気候の変化によ

り、わが国でもアフラトキシン産生 Aspergillus flavus による食品汚染の可能性が考えられる。

そこで、玄米および籾にアフラトキシン産生 A.flavus を混入し、日本の気候条件下で保管して

アフラトキシンの産生状況を 1 年間観察した。また、一般家庭での白米の保管を想定し、アフラ

トキシン産生 A.flavus を混入した白米を密閉容器に保管して、暖季、寒季に 3 ヶ月間観察した。

玄米のアフラトキシンは2ヶ月後から増加し、9ヶ月後に131.6±27.2μg/ kgとピークを認めた。

玄米のアフラトキシンは精米、洗米、炊飯により検出不可能なレベルまで減少した。籾では低濃

度のアフラトキシンが検出されたが、精米後には全て検出不可能となった。密閉容器に保存した

白米のアフラトキシンは暖季では 1 ヶ月後から増加し、2 ヶ月後に 231.4±17.4μg/ kg とピーク

に達し、寒季では検出されなかった。以上より、温帯地域でも米のアフラトキシン汚染が

起こる可能性が示され、籾による保管がアフラトキシン汚染を回避するための有効な方法である

と考えられた。 
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